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○顕彰規程

改正　平成17年２月８日社協規程第９号　
平成20年３月27日社協規程第14号　

（目的）
第１条　この規程は、福津市における社会福祉の増進のために、献身的な活動を続けその功績が顕著で、かつ、地域社会に貢献した者を顕彰し、もって社会福祉活動事業の啓発に寄与することを目的とする。
　（定義）
第２条　この規程において「顕彰」とは、表彰及び感謝をいう。
　（顕彰の方法）
第３条　顕彰は、原則として福津市社会福祉協議会の公式行事のときに行う。ただし、会長が特に必要と認めたときは、この限りでない。
２　顕彰は、表彰状又は感謝状を贈ることによって行う。ただし、会長が必要と認めたときは、金品を併せて贈ることができる。
　（表彰の対象）
第４条　表彰の対象となる者は、次に該当する者のうちから選考する。
(１)　社会福祉団体等の役員等で、８年以上その業務に従事し、功績が顕著で他の模範になると認められる者
(２)　民生委員又は児童委員として、８年以上その職務に従事し、功績が顕著で他の模範になると認められる者
(３)　社会福祉事業の推進のため、ボランティア及びボランティア団体、相談員等として、率先して活動を行い、その活動が他の模範になると認められる者
(４)　要援護者のうち、自立更生への努力が顕著で他の模範となるにふさわしい者
(５)　その他会長が特にその功績が顕著であり社会福祉の増進に寄与したと認めた個人及び団体
　（感謝の対象）
第５条　感謝の対象となる者は、次の各号に該当する者のうちから選考する。
(１)　社会福祉の向上及び増進のため、多大の寄附をし、又はその事業並びに活動に協力し、他の模範と認められる者
(２)　理事及び監事として、５年以上その職務に従事し、功労があったと認められる者
(３)　評議員として、５年以上その職務に従事し功労があったと認められる者
(４)　前３号の規定にかかわらず、功労が特に顕著な功績があると会長が認める者
　（対象者の推薦）
第６条　福祉団体等の長は、前条に該当すると認める者があるときは、表彰者推薦調書により会長に推薦するものとする。また、必要と認めるときは、会長が推薦することもできる。
　（決定）
第７条　会長は、推薦のあった表彰者を推薦調書により審査し、被表彰者を決定する。
　（補則）
第８条　この規程の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
１　この規程は、公布の日から施行する。
２　表彰規程（昭和53年社協規程第６号）は、廃止する。
　　　附　則（平成17年２月８日社協規程第９号）
（施行期日）
１　この規程は、平成17年３月31日から施行する。
（功労者表彰内規の廃止）
２　功労者表彰内規（平成９年社協内規第１号）は、廃止する。
　　　附　則（平成20年３月27日社協規程第14号）
　この規程は、平成20年４月１日から施行する。
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